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 [授業の概要・目的]
現代日本が抱える最大の教育問題の１つである不登校問題にフォーカスし、その歴史・現在・課題
を学ぶ。文献講読を通じて、過去に長期欠席問題と呼ばれていた頃からどのような理論的・臨床的
理解が精神医学・臨床心理学・教育学・社会学等の研究者によってなされたか、行政の対策、教師
や民間教育家の実践がどのように行われたか、当事者たちの訴えがどこまで社会に届いたかを検討
する。それを通じて、不登校問題の特徴の把握を足掛かりに、個々の子どものニーズに対応した教
育の実現に向けた動機を高め、そのために必要な背景知識の獲得を目指す。

 [到達目標]
不登校問題を通じ、教育が歴史・社会的文脈においてしか成立しえない事象であることを理解し、
教育学に包含される問題群がいかに幅広く、多様なものであるかを感得することで、教育学を学ぶ
モチベーションを高める。

 [授業計画と内容]
１．オリエンテーション 
２．～１３，以下にリストした４つのジャンルにまたがる不登校に関する文献から希望するものを
受講者が取り上げ、内容の発表・討議を行い、理解を深める
【ジャンル①精神医学】
・小澤勲[1980]「精神医学における正常と異常」『教育と医学』28巻6号
・中井久夫[1981]「精神科医からみた学校精神衛生」『教育と医学』29巻4号→中井久夫コレクショ
ン『「思春期を考える」ことについて』ちくま学芸文庫
・平井信義[1981]「学校内精神衛生における養護教諭の役割」『教育と医学』29巻5号
・稲村博[1982]「思春期の精神衛生」『小児保健研究』41巻6号
・渡辺位[1994]「これでよいのか登校拒否への対応:常識化した“登校正常論”を疑う」『児童心理』
48巻8号
・高岡健[1997]「〈拒否〉を保障することから出発する〈治療〉論」『発達』18巻69号
・滝川一廣[2005]「不登校理解の基礎」『臨床心理学』5巻1号
・斎藤環[2013]「ひきこもりと不登校」『公衆衛生』77巻5号
・滝川一廣[2014]「不登校という行動の意味」『教育と医学』62巻3号
【ジャンル②教育学・社会学】
・菊地栄治・永田佳之[2001]「オルタナティブな学び舎の社会学：教育の〈公共性〉を再考する」
『教育社会学研究』68集
・森田次朗[2008]「現代日本社会におけるフリースクール像再考：京都市フリースクールAの日常
実践から」『ソシオロジ』53巻2号
・江口怜[2013]「学校社会事業としての夜間中学：1950―60年代の京都市の事例に着目して」『東
京大学教育学研究科紀要』53巻
・森田次朗[2017]「不登校問題をめぐる排除／包摂の重層性：「フリースクール」の法制度化とシ
ティズンシップの再編」『福祉社会学』14号
・保坂亨・重歩美[2018]「学校教育における不就学と長期欠席問題：1980年代以降の長期欠席と不
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就学」『千葉大学教育学部紀要』66巻2号
【ジャンル③臨床心理学】
・村山正治[1981]「学校精神衛生とカウンセリング」『教育と医学』29巻4号
・山中康裕[1982]「社会の病理と子どもの精神衛生」『児童心理』36巻6号
・村山正治[1986]「登校拒否（特集 養護教諭の世界）」『教育と医学』34巻8号
・横湯園子[1986]「登校拒否―親はどうすればよいか」『児童心理』40巻5号
・河合隼雄[1993]「文化の病としての不登校」『精神療法』19巻1号
・山中康裕[1998]「不登校児の内閉論と両親像」『京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践
研究センター紀要』2号
・横湯園子[2010]「不登校・登校拒否状態にある子どもたち：四十年間を振り返って改めて求めら
れること」『教育』60巻5号
【ジャンル④社会活動家・当事者（家族含む）・その他】
・駒崎亮太[1989]「先生教えないで、私、学びたいの（特集〈学校〉とは何か）」『世界』527号
・山下英三郎[1994]「不登校の子どもを支えるための連携とは」『児童心理』48巻3号
・奥地圭子[1999]「学校教育の限界と地域教育の試み：草の根で創り出した学びの場」『都市問題』
90巻5号
・西野博之[2006]「不登校のフリースペースの歩み：「たまりば」から公設民営の「えん」へ」『
子どもの権利研究』8巻
１４．全体の総括
１５．フィードバック

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
平常点評価による。
不登校問題の歴史・社会的文脈での把握・理解が達成されたかどうかを観点に、セミナーにおける
発表時のレジュメの完成度、説明の適切性、などを評価する（70％）。さらにそこに日常の討論・
共同作業への参加状態、貢献などを加味する（30％）。

 [教科書]
授業中に指示する
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
グループ発表においては、他のメンバーと密に連絡を取り、協調して発表準備を行うこと。

 [その他（オフィスアワー等）]
受講希望者がゼミナールとして成立可能な人数を超えた場合は、抽選を行い、受講者を決定する。
２０名を目安にしている。


